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○ 環 境 省 告 示 第    号  
平 成 二 十 四 年 四 月 環 境 省 告 示 第 六 十 三 号 （ 環 境 影 響 評 価 法 の 規 定 に よ る 主 務 大 臣 が 定 め る べ き 指 針

等 に 関 す る 基 本 的 事 項 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 し た の で 、 環 境 影 響 評 価 法 （ 平 成 九 年 法 律 第 八 十 一

号 ） 第 三 条 の 八 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。  

令 和 八 年   月    日  

環 境 大 臣  石 原  宏 高  

次 の 表 に よ り 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 を こ れ に 順 次 対 応 す る 改 正 後 欄 に 掲 げ る

規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 の よ う に 改 め 、 改 正 前 欄 及 び 改 正 後 欄 に 対 応 し て 掲 げ る そ の 標 記 部 分 に 二 重

傍 線 を 付 し た 規 定 （ 以 下 「 対 象 規 定 」 と い う 。 ） は 、 当 該 対 象 規 定 全 体 を 改 正 後 欄 に 掲 げ る も の の よ

う に 改 め 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 で 改 正 後 欄 に こ れ に 対 応 す る も の を 掲 げ て い な い も の は 、 こ れ

を 削 り 、 改 正 後 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 で 改 正 前 欄 に こ れ に 対 応 す る も の を 掲 げ て い な い も の は 、 こ れ を

新 た に 追 加 す る 。  
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改       正       後  改       正        前  
第 一 計 画 段 階 配 慮 事 項 等 選 定 指 針 に 関 す る 基 本 的 事 項 

 一  法 第 三 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 に 係 る

一 般 的 事 項 

 (１
)

 法 第 三 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 に 係

る 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 選 定 並 び に 当 該 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 調

査 、 予 測 及 び 評 価 は 、 法 第 三 条 の 二 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、

計 画 段 階 配 慮 事 項 等 選 定 指 針 の 定 め る と こ ろ に よ り 行 わ れ る

も の で あ る 。 

 (２
)

 法 第 三 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 に 係

る 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 範 囲 は 、 別 表 に 掲 げ る 環 境 要 素 の 区 分

及 び 影 響 要 因 の 区 分 に 従 う も の と す る 。 

 (３
)

 法 第 三 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 に 係

る 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 検 討 に 当 た っ て は 、 当 該 第 一 種 事 業 に

係 る 位 置 ・ 規 模 又 は 建 造 物 等 の 構 造 ・ 配 置 に 関 す る 適 切 な 複

数 案 （ 以 下 「 位 置 等 に 関 す る 複 数 案 」 と い う 。 ） を 設 定 す る

こ と を 基 本 と し 、 位 置 等 に 関 す る 複 数 案 を 設 定 し な い 場 合 は

、 そ の 理 由 を 明 ら か に す る も の と す る 。 

 (４
)

 法 第 三 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 に 係

る 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 調 査 、 予 測 及 び 評 価 は 、 設 定 さ れ た 複

数 案 及 び 選 定 さ れ た 計 画 段 階 配 慮 事 項 （ 以 下 「 選 定 事 項 」 と

第 一 計 画 段 階 配 慮 事 項 等 選 定 指 針 に 関 す る 基 本 的 事 項 

 一 一 般 的 事 項 

 

 (１
)

 第 一 種 事 業 に 係 る 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 選 定 並 び に 調 査 、 予

測 及 び 評 価 は 、 法 第 三 条 の 二 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、 計 画 段

階 配 慮 事 項 等 選 定 指 針 の 定 め る と こ ろ に よ り 行 わ れ る も の で

あ る 。 

 

 (２
)

 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 範 囲 は 、 別 表 に 掲 げ る 環 境 要 素 の 区 分

及 び 影 響 要 因 の 区 分 に 従 う も の と す る 。 

 

 (３
)

 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 検 討 に 当 た っ て は 、 第 一 種 事 業 に 係 る

位 置 ・ 規 模 又 は 建 造 物 等 の 構 造 ・ 配 置 に 関 す る 適 切 な 複 数 案

（ 以 下 「 位 置 等 に 関 す る 複 数 案 」 と い う 。 ） を 設 定 す る こ と

を 基 本 と し 、 位 置 等 に 関 す る 複 数 案 を 設 定 し な い 場 合 は 、 そ

の 理 由 を 明 ら か に す る も の と す る 。 

 

 (４
)

 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 調 査 、 予 測 及 び 評 価 は 、 設 定 さ れ た 複

数 案 及 び 選 定 さ れ た 計 画 段 階 配 慮 事 項 （ 以 下 「 選 定 事 項 」 と

い う 。 ） ご と に 行 う も の と す る 。 
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い う 。 ） ご と に 行 う も の と す る 。 

 (５
)

 法 第 三 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 に 係

る 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 調 査 は 、 選 定 事 項 に つ い て 適 切 に 予 測

及 び 評 価 を 行 う た め に 必 要 な 程 度 に お い て 、 選 定 事 項 に 係 る

環 境 要 素 の 状 況 に 関 す る 情 報 並 び に 調 査 の 対 象 と な る 地 域 の

範 囲 （ 以 下 「 調 査 地 域 」 と い う 。 ） の 気 象 、 水 象 等 の 自 然 条

件 （ 以 下 単 に 「 自 然 条 件 」 と い う 。 ） 及 び 人 口 、 産 業 、 土 地

又 は 水 域 利 用 等 の 社 会 条 件 （ 以 下 単 に 「 社 会 条 件 」 と い

う 。 ） に 関 す る 情 報 を 、 原 則 と し て 国 、 地 方 公 共 団 体 等 が 有

す る 既 存 の 資 料 等 に よ り 収 集 し 、 そ の 結 果 を 整 理 し 、 及 び 解

析 す る こ と に よ り 行 う も の と す る 。 重 大 な 環 境 影 響 を 把 握 す

る 上 で 必 要 と 認 め ら れ る と き は 、 専 門 家 等 か ら の 知 見 を 収 集

す る も の と し 、 な お 必 要 な 情 報 が 得 ら れ な い と き は 、 現 地 調

査 ・ 踏 査 そ の 他 の 方 法 に よ り 情 報 を 収 集 す る も の と す る 。  

 (６
)

 法 第 三 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 に 係

る 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 予 測 は 、 当 該 第 一 種 事 業 の 実 施 に よ り

選 定 事 項 に 係 る 環 境 要 素 に 及 ぶ お そ れ の あ る 影 響 の 程 度 に つ

い て 、 適 切 な 方 法 に よ り 、 知 見 の 蓄 積 や 既 存 資 料 の 充 実 の 程

度 に 応 じ 、 環 境 の 状 態 の 変 化 又 は 環 境 へ の 負 荷 の 量 に つ い て

、 可 能 な 限 り 定 量 的 に 把 握 す る こ と を 基 本 と し 、 定 量 的 な 把

握 が 困 難 な 場 合 は 定 性 的 に 把 握 す る こ と に よ り 行 う も の と す

る 。 

 

 (５
)

 調 査 は 、 選 定 事 項 に つ い て 適 切 に 予 測 及 び 評 価 を 行 う た め

に 必 要 な 程 度 に お い て 、 選 定 事 項 に 係 る 環 境 要 素 の 状 況 に 関

す る 情 報 並 び に 調 査 の 対 象 と な る 地 域 の 範 囲 （ 以 下 「 調 査 地

域 」 と い う 。 ） の 気 象 、 水 象 等 の 自 然 条 件 （ 以 下 単 に 「 自 然

条 件 」 と い う 。 ） 及 び 人 口 、 産 業 、 土 地 又 は 水 域 利 用 等 の 社

会 条 件 （ 以 下 単 に 「 社 会 条 件 」 と い う 。 ） に 関 す る 情 報 を 、

原 則 と し て 国 、 地 方 公 共 団 体 等 が 有 す る 既 存 の 資 料 等 に よ り

収 集 し 、 そ の 結 果 を 整 理 し 、 及 び 解 析 す る こ と に よ り 行 う も

の と す る 。 重 大 な 環 境 影 響 を 把 握 す る 上 で 必 要 と 認 め ら れ る

と き は 、 専 門 家 等 か ら の 知 見 を 収 集 す る も の と し 、 な お 必 要

な 情 報 が 得 ら れ な い と き は 、 現 地 調 査 ・ 踏 査 そ の 他 の 方 法 に

よ り 情 報 を 収 集 す る も の と す る 。  

 

 (６
)

 予 測 は 、 第 一 種 事 業 の 実 施 に よ り 選 定 事 項 に 係 る 環 境 要 素

に 及 ぶ お そ れ の あ る 影 響 の 程 度 に つ い て 、 適 切 な 方 法 に よ り

、 知 見 の 蓄 積 や 既 存 資 料 の 充 実 の 程 度 に 応 じ 、 環 境 の 状 態 の

変 化 又 は 環 境 へ の 負 荷 の 量 に つ い て 、 可 能 な 限 り 定 量 的 に 把

握 す る こ と を 基 本 と し 、 定 量 的 な 把 握 が 困 難 な 場 合 は 定 性 的

に 把 握 す る こ と に よ り 行 う も の と す る 。 
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 (７
)

 法 第 三 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 に 係

る 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 評 価 は 、 当 該 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 調 査

及 び 予 測 の 結 果 を 踏 ま え 、 位 置 等 に 関 す る 複 数 案 が 設 定 さ れ

て い る 場 合 は 、 当 該 複 数 案 ご と の 選 定 事 項 に つ い て 環 境 影 響

の 程 度 を 整 理 し 、 こ れ ら を 比 較 す る こ と を 基 本 と す る 。 ま た

、 必 要 で あ る と 認 め ら れ る 場 合 に は 、 選 定 事 項 以 外 の 環 境 要

素 に つ い て 、 適 切 な 方 法 に よ り 調 査 及 び 予 測 を 行 い 、 複 数 案

ご と に 環 境 影 響 の 程 度 を 整 理 し 、 こ れ ら を 比 較 す る も の と す

る 。 

 位 置 等 に 関 す る 複 数 案 が 設 定 さ れ て い な い 場 合 は 、 選 定 事

項 に つ い て の 環 境 影 響 が 、 事 業 者 に よ り 実 行 可 能 な 範 囲 内 で

回 避 さ れ 、 又 は 低 減 さ れ て い る も の で あ る か 否 か に つ い て 評

価 を 行 う も の と す る 。 

 こ れ ら の 場 合 に お い て 、 国 又 は 地 方 公 共 団 体 に よ っ て 、 環

境 要 素 に 関 す る 環 境 の 保 全 の 観 点 か ら の 基 準 又 は 目 標 が 示 さ

れ て い る 場 合 は 、 こ れ ら と の 整 合 性 が 図 ら れ て い る か 否 か に

つ い て も 可 能 な 限 り 検 討 す る も の と す る 。 

 

一 の 二  法 第 三 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 に

係 る 環 境 の 保 全 の た め の 配 慮 の 内 容 に 係 る 一 般 的 事 項 

 (１
)

 法 第 三 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 に 係

る 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 選 定 並 び に 当 該 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 調

 (７
)

 評 価 は 、 調 査 及 び 予 測 の 結 果 を 踏 ま え 、 位 置 等 に 関 す る 複

数 案 が 設 定 さ れ て い る 場 合 は 、 当 該 複 数 案 ご と の 選 定 事 項 に

つ い て 環 境 影 響 の 程 度 を 整 理 し 、 こ れ ら を 比 較 す る こ と を 基

本 と す る 。 ま た 、 必 要 で あ る と 認 め ら れ る 場 合 に は 、 選 定 事

項 以 外 の 環 境 要 素 に つ い て 、 適 切 な 方 法 に よ り 調 査 及 び 予 測

を 行 い 、 複 数 案 ご と に 環 境 影 響 の 程 度 を 整 理 し 、 こ れ ら を 比

較 す る も の と す る 。 

 

 

 位 置 等 に 関 す る 複 数 案 が 設 定 さ れ て い な い 場 合 は 、 選 定 事

項 に つ い て の 環 境 影 響 が 、 事 業 者 に よ り 実 行 可 能 な 範 囲 内 で

回 避 さ れ 、 又 は 低 減 さ れ て い る も の で あ る か 否 か に つ い て 評

価 を 行 う も の と す る 。 

 こ れ ら の 場 合 に お い て 、 国 又 は 地 方 公 共 団 体 に よ っ て 、 環

境 要 素 に 関 す る 環 境 の 保 全 の 観 点 か ら の 基 準 又 は 目 標 が 示 さ

れ て い る 場 合 は 、 こ れ ら と の 整 合 性 が 図 ら れ て い る か 否 か に

つ い て も 可 能 な 限 り 検 討 す る も の と す る 。 

 

（ 新 設 ） 
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査 、 予 測 及 び 評 価 は 、 法 第 三 条 の 二 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、

計 画 段 階 配 慮 事 項 等 選 定 指 針 の 定 め る と こ ろ に よ り 行 わ れ る

も の で あ る 。 

 (２
)

 法 第 三 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 に 係

る 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 範 囲 は 、 別 表 に 掲 げ る 環 境 要 素 の 区 分

及 び 影 響 要 因 の 区 分 に 従 う も の と す る 。 

 (３
)

 法 第 三 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 に 係

る 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 調 査 、 予 測 及 び 評 価 は 、 選 定 事 項 ご と

に 行 う も の と す る 。 

 (４
)

 法 第 三 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 に 係

る 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 調 査 は 、 選 定 事 項 に つ い て 適 切 に 予 測

及 び 評 価 を 行 う た め に 必 要 な 程 度 に お い て 、 既 存 工 作 物 の 存

在 （ 当 該 既 存 工 作 物 の 供 用 に 伴 い 行 わ れ て い る 事 業 活 動 そ の

他 の 人 の 活 動 を 含 む 。 ） に よ り 現 に 生 じ て い る 環 境 影 響 （ 以

下 「 既 存 工 作 物 環 境 影 響 」 と い う 。 ） に 関 す る 情 報 を 、 原 則

と し て 事 業 者 が 有 す る 既 存 の 資 料 等 に よ り 収 集 し 、 そ の 結 果

を 整 理 す る こ と に よ り 行 う も の と す る 。 こ の 場 合 に お い て 、

な お 必 要 な 情 報 が 得 ら れ な い と き は 、 選 定 事 項 に つ い て 適 切

に 予 測 及 び 評 価 を 行 う た め に 必 要 な 程 度 に お い て 、 国 、 地 方

公 共 団 体 等 が 有 す る 既 存 の 資 料 等 に よ り 情 報 を 収 集 す る も の

と す る 。  

 (５
)

 法 第 三 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 に 係

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

6 

る 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 予 測 は 、 (４
)

に よ り 得 ら れ た 情 報 を 踏 ま

え 、 当 該 第 一 種 事 業 に よ る 環 境 影 響 を 回 避 し 、 又 は 低 減 す る

た め の 環 境 配 慮 の 方 針 を 検 討 し 、 当 該 方 針 の 内 容 を 踏 ま え た

当 該 第 一 種 事 業 の 実 施 に よ り 選 定 事 項 に 係 る 環 境 要 素 に 及 ぶ

お そ れ の あ る 影 響 の 程 度 に つ い て 、 既 存 工 作 物 環 境 影 響 と 比

較 す る こ と 等 に よ り 、 知 見 の 蓄 積 や 既 存 資 料 の 充 実 の 程 度 に

応 じ 、 環 境 の 状 態 の 変 化 又 は 環 境 へ の 負 荷 の 量 に つ い て 、 可

能 な 限 り 定 量 的 に 把 握 す る こ と を 基 本 と し 、 定 量 的 な 把 握 が

困 難 な 場 合 は 定 性 的 に 把 握 す る こ と に よ り 行 う も の と す る 。 

 (６
)

 法 第 三 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 に 係

る 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 評 価 は 、 当 該 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 調 査

及 び 予 測 の 結 果 を 踏 ま え 、 選 定 事 項 に つ い て の 環 境 影 響 が 、

事 業 者 に よ り 実 行 可 能 な 範 囲 内 で 回 避 さ れ 、 又 は 低 減 さ れ て

い る も の で あ る か 否 か に つ い て 評 価 を 行 う も の と す る 。 

こ れ ら の 場 合 に お い て 、 国 又 は 地 方 公 共 団 体 に よ っ て 、 環

境 要 素 に 関 す る 環 境 の 保 全 の 観 点 か ら の 基 準 又 は 目 標 が 示 さ

れ て い る 場 合 は 、 こ れ ら と の 整 合 性 が 図 ら れ て い る か 否 か に

つ い て も 可 能 な 限 り 検 討 す る も の と す る 。 

 

 二  法 第 三 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 に 係 る

計 画 段 階 配 慮 事 項 の 区 分 ご と の 調 査 、 予 測 及 び 評 価 の 基 本 的

な 方 針  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 二  計 画 段 階 配 慮 事 項 の 区 分 ご と の 調 査 、 予 測 及 び 評 価 の 基 本 的

な 方 針 
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(１
)

～ (５
)

 （ 略 ） 

 

 三  法 第 三 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 に 係 る

計 画 段 階 配 慮 事 項 並 び に 当 該 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 調 査 、 予 測

及 び 評 価 の 手 法 の 選 定 等 に 当 た っ て の 一 般 的 留 意 事 項 

(１
)

 法 第 三 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 を 実

施 し よ う と す る 者 が 、 位 置 等 に 関 す る 複 数 案 を 設 定 す る に 当

た っ て の 留 意 事 項 、 並 び に 当 該 第 一 種 事 業 に 係 る 計 画 段 階 配

慮 事 項 並 び に 当 該 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 調 査 、 予 測 及 び 評 価 の

手 法 を 選 定 す る に 当 た っ て 一 般 的 に 把 握 す べ き 情 報 の 内 容 及

び そ の 把 握 に 当 た っ て の 留 意 事 項 を 、 計 画 段 階 配 慮 事 項 等 選

定 指 針 に お い て 定 め る も の と す る 。 

(２
)

～ (３
)

 （ 略 ） 

(４
)

 (１
)

の 計 画 段 階 配 慮 事 項 並 び に 当 該 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 調 査

、 予 測 及 び 評 価 の 手 法 を 選 定 す る に 当 た っ て 一 般 的 に 把 握 す べ

き 情 報 に は 、 法 第 三 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種

事 業 の 内 容 （ 以 下 第 一 に お い て 「 事 業 特 性 」 と い う 。 ） 並 び に

当 該 第 一 種 事 業 の 実 施 が 想 定 さ れ る 区 域 及 び そ の 周 囲 の 地 域 の

自 然 的 社 会 的 状 況 （ 以 下 第 一 に お い て 「 地 域 特 性 」 と い う 。 ）

に 関 す る 情 報 が 含 ま れ る こ と が 必 要 で あ る 旨 を 、 計 画 段 階 配 慮

事 項 等 選 定 指 針 に お い て 定 め る も の と す る 。 

(５
)

 法 第 三 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 を 実 施

 (１
)

～ (５
)

  （ 略 ） 

 

 三  計 画 段 階 配 慮 事 項 並 び に 調 査 、 予 測 及 び 評 価 の 手 法 の 選 定 等

に 当 た っ て の 一 般 的 留 意 事 項 

 

(１
)

 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 が 、 位 置 等 に 関 す る 複 数

案 を 設 定 す る に 当 た っ て の 留 意 事 項 、 並 び に 計 画 段 階 配 慮 事

項 並 び に 調 査 、 予 測 及 び 評 価 の 手 法 を 選 定 す る に 当 た っ て 一

般 的 に 把 握 す べ き 情 報 の 内 容 及 び そ の 把 握 に 当 た っ て の 留 意

事 項 を 、 計 画 段 階 配 慮 事 項 等 選 定 指 針 に お い て 定 め る も の と

す る 。 

 

(２
)

～ (３
)

 （ 略 ） 

(４
)

 (１
)

の 計 画 段 階 配 慮 事 項 並 び に 調 査 、 予 測 及 び 評 価 の 手 法 を

選 定 す る に 当 た っ て 一 般 的 に 把 握 す べ き 情 報 に は 、 第 一 種 事 業

の 内 容 （ 以 下 第 一 に お い て 「 事 業 特 性 」 と い う 。 ） 並 び に 第 一

種 事 業 の 実 施 が 想 定 さ れ る 区 域 及 び そ の 周 囲 の 地 域 の 自 然 的 社

会 的 状 況 （ 以 下 第 一 に お い て 「 地 域 特 性 」 と い う 。 ） に 関 す る

情 報 が 含 ま れ る こ と が 必 要 で あ る 旨 を 、 計 画 段 階 配 慮 事 項 等 選

定 指 針 に お い て 定 め る も の と す る 。 

 

(５
)

 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 が 、 計 画 段 階 配 慮 事 項 並 び
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し よ う と す る 者 が 、 当 該 第 一 種 事 業 に 係 る 計 画 段 階 配 慮 事 項 並

び に 当 該 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 調 査 、 予 測 及 び 評 価 の 手 法 を 選 定

す る に 当 た っ て は 、 選 定 の 理 由 を 明 ら か に す る こ と が 必 要 で あ

る 旨 、 計 画 段 階 配 慮 事 項 等 選 定 指 針 に お い て 定 め る も の と す

る 。 

(６
)

 法 第 三 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 を 実 施

し よ う と す る 者 が 、 当 該 第 一 種 事 業 に 係 る 計 画 段 階 配 慮 事 項 並

び に 当 該 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 調 査 、 予 測 及 び 評 価 の 手 法 を 選 定

す る に 当 た っ て は 、 必 要 に 応 じ 専 門 家 等 の 助 言 を 受 け る こ と 等

に よ り 客 観 的 か つ 科 学 的 な 検 討 を 行 う べ き 旨 、 計 画 段 階 配 慮 事

項 等 選 定 指 針 に お い て 定 め る も の と す る 。 な お 、 専 門 家 等 の 助

言 を 受 け た 場 合 に は 、 当 該 助 言 の 内 容 及 び 当 該 専 門 家 等 の 専 門

分 野 を 明 ら か に す る こ と が 必 要 で あ る 旨 並 び に 専 門 家 等 の 所 属

機 関 の 属 性 を 明 ら か に す る よ う 努 め る べ き 旨 、 計 画 段 階 配 慮 事

項 等 選 定 指 針 に お い て 定 め る も の と す る 。 

(７
)

 法 第 三 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 に 係 る

計 画 段 階 配 慮 事 項 の 選 定 に 当 た っ て は 、 法 第 三 条 の 二 第 二 項 の

主 務 省 令 に よ り 事 業 の 種 類 ご と に 定 め ら れ る 事 業 が 実 施 さ れ る

べ き 区 域 そ の 他 の 事 項 を 踏 ま え 、 そ れ ぞ れ の 事 業 ご と に 、 影 響

要 因 を 事 業 特 性 に 応 じ て 適 切 に 区 分 し た 上 で 、 事 業 特 性 及 び 地

域 特 性 に 関 す る 情 報 等 を 踏 ま え 、 影 響 要 因 の 区 分 ご と に 当 該 影

響 要 因 に よ っ て 重 大 な 影 響 を 受 け る お そ れ の あ る 環 境 要 素 の 区

に 調 査 、 予 測 及 び 評 価 の 手 法 を 選 定 す る に 当 た っ て は 、 選 定 の

理 由 を 明 ら か に す る こ と が 必 要 で あ る 旨 、 計 画 段 階 配 慮 事 項 等

選 定 指 針 に お い て 定 め る も の と す る 。 

 

 

(６
)

 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 が 、 計 画 段 階 配 慮 事 項 並 び

に 調 査 、 予 測 及 び 評 価 の 手 法 を 選 定 す る に 当 た っ て は 、 必 要 に

応 じ 専 門 家 等 の 助 言 を 受 け る こ と 等 に よ り 客 観 的 か つ 科 学 的 な

検 討 を 行 う べ き 旨 、 計 画 段 階 配 慮 事 項 等 選 定 指 針 に お い て 定 め

る も の と す る 。 な お 、 専 門 家 等 の 助 言 を 受 け た 場 合 に は 、 当 該

助 言 の 内 容 及 び 当 該 専 門 家 等 の 専 門 分 野 を 明 ら か に す る こ と が

必 要 で あ る 旨 並 び に 専 門 家 等 の 所 属 機 関 の 属 性 を 明 ら か に す る

よ う 努 め る べ き 旨 、 計 画 段 階 配 慮 事 項 等 選 定 指 針 に お い て 定 め

る も の と す る 。 

 

(７
)

 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 選 定 に 当 た っ て は 、 法 第 三 条 の 二 第 二 項

の 主 務 省 令 に よ り 事 業 の 種 類 ご と に 定 め ら れ る 事 業 が 実 施 さ れ

る べ き 区 域 そ の 他 の 事 項 を 踏 ま え 、 そ れ ぞ れ の 事 業 ご と に 、 影

響 要 因 を 事 業 特 性 に 応 じ て 適 切 に 区 分 し た 上 で 、 事 業 特 性 及 び

地 域 特 性 に 関 す る 情 報 等 を 踏 ま え 、 影 響 要 因 の 区 分 ご と に 当 該

影 響 要 因 に よ っ て 重 大 な 影 響 を 受 け る お そ れ の あ る 環 境 要 素 の

区 分 を 明 ら か に す べ き 旨 、 計 画 段 階 配 慮 事 項 等 選 定 指 針 に お い
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分 を 明 ら か に す べ き 旨 、 計 画 段 階 配 慮 事 項 等 選 定 指 針 に お い て

定 め る も の と す る 。  こ の 場 合 に お い て 、 工 事 の 実 施 に 係 る 影

響 要 因 の 区 分 に つ い て は 、 影 響 の 重 大 性 に 着 目 し て 、 必 要 に 応

じ 当 該 第 一 種 事 業 に 係 る 計 画 段 階 配 慮 事 項 を 選 定 す る も の と す

る 。 

(８
)

 法 第 三 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 を 実 施

し よ う と す る 者 に よ る 当 該 第 一 種 事 業 に 係 る 計 画 段 階 配 慮 事 項

の 調 査 、 予 測 及 び 評 価 の 手 法 の 選 定 に 当 た っ て は 、 当 該 第 一 種

事 業 に よ る 重 大 な 環 境 影 響 の 程 度 及 び 当 該 環 境 影 響 が 回 避 さ れ

、 又 は 低 減 さ れ る 効 果 の 程 度 を 適 切 に 把 握 で き る よ う に す べ き

旨 、 計 画 段 階 配 慮 事 項 等 選 定 指 針 に お い て 定 め る も の と す る 。 

 

 三 の 二  法 第 三 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 に

係 る 環 境 の 保 全 の た め の 配 慮 の 内 容 に 係 る 計 画 段 階 配 慮

事 項 並 び に 当 該 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 調 査 、 予 測 及 び 評 価

の 手 法 の 選 定 等 に 当 た っ て の 一 般 的 留 意 事 項 

 (１
)

 法 第 三 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 を 実

施 し よ う と す る 者 が 、 当 該 第 一 種 事 業 に 係 る 計 画 段 階 配 慮 事

項 並 び に 当 該 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 調 査 、 予 測 及 び 評 価 の 手 法

を 選 定 す る に 当 た っ て 一 般 的 に 把 握 す べ き 情 報 の 内 容 及 び そ

の 把 握 に 当 た っ て の 留 意 事 項 を 、 計 画 段 階 配 慮 事 項 等 選 定 指

針 に お い て 定 め る も の と す る 。 

て 定 め る も の と す る 。  こ の 場 合 に お い て 、 工 事 の 実 施 に 係 る

影 響 要 因 の 区 分 に つ い て は 、 影 響 の 重 大 性 に 着 目 し て 、 必 要 に

応 じ 計 画 段 階 配 慮 事 項 を 選 定 す る も の と す る 。 

 

 

(８
)

 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 に よ る 調 査 、 予 測 及 び 評 価

の 手 法 の 選 定 に 当 た っ て は 、 事 業 に よ る 重 大 な 環 境 影 響 の 程 度

及 び 当 該 環 境 影 響 が 回 避 さ れ 、 又 は 低 減 さ れ る 効 果 の 程 度 を 適

切 に 把 握 で き る よ う に す べ き 旨 、 計 画 段 階 配 慮 事 項 等 選 定 指 針

に お い て 定 め る も の と す る 。 

 

 

（ 新 設 ） 
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 (２
)

 (１
)

の 計 画 段 階 配 慮 事 項 並 び に 当 該 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 調 査

、 予 測 及 び 評 価 の 手 法 を 選 定 す る に 当 た っ て 一 般 的 に 把 握 す

べ き 情 報 に は 、 法 第 三 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第

一 種 事 業 の 内 容 （ 既 存 工 作 物 と 新 設 工 作 物 と の 差 異 を 含

む 。 以 下 第 一 に お い て 同 じ 。 ） に 関 す る 情 報 が 含 ま れ る こ と

が 必 要 で あ る 旨 を 、 計 画 段 階 配 慮 事 項 等 選 定 指 針 に お い て 定

め る も の と す る 。 

 (３
)

 法 第 三 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 を 実

施 し よ う と す る 者 が 、 当 該 第 一 種 事 業 に 係 る 計 画 段 階 配 慮 事

項 並 び に 当 該 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 調 査 、 予 測 及 び 評 価 の 手 法

を 選 定 す る に 当 た っ て は 、 選 定 の 理 由 を 明 ら か に す る こ と が

必 要 で あ る 旨 、 計 画 段 階 配 慮 事 項 等 選 定 指 針 に お い て 定 め る

も の と す る 。 

 (４
)

 法 第 三 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 を 実

施 し よ う と す る 者 が 、 当 該 第 一 種 事 業 に 係 る 計 画 段 階 配 慮 事

項 並 び に 当 該 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 調 査 、 予 測 及 び 評 価 の 手 法

を 選 定 す る に 当 た っ て は 、 必 要 に 応 じ 専 門 家 等 の 助 言 を 受 け

る こ と 等 に よ り 客 観 的 か つ 科 学 的 な 検 討 を 行 う べ き 旨 、 計 画

段 階 配 慮 事 項 等 選 定 指 針 に お い て 定 め る も の と す る 。 な お 、

専 門 家 等 の 助 言 を 受 け た 場 合 に は 、 当 該 助 言 の 内 容 及 び 当 該

専 門 家 等 の 専 門 分 野 を 明 ら か に す る こ と が 必 要 で あ る 旨 並 び

に 専 門 家 等 の 所 属 機 関 の 属 性 を 明 ら か に す る よ う 努 め る べ き
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旨 、 計 画 段 階 配 慮 事 項 等 選 定 指 針 に お い て 定 め る も の と す

る 。 

  (５
)

 法 第 三 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 に 係

る 計 画 段 階 配 慮 事 項 の 選 定 に 当 た っ て は 、 法 第 三 条 の 二 第 二

項 の 主 務 省 令 に よ り 事 業 の 種 類 ご と に 定 め ら れ る 事 業 が 実 施

さ れ る べ き 区 域 そ の 他 の 事 項 を 踏 ま え 、 そ れ ぞ れ の 事 業 ご と

に 、 影 響 要 因 を 当 該 第 一 種 事 業 の 内 容 に 応 じ て 適 切 に 区 分 し

た 上 で 、 当 該 第 一 種 事 業 の 内 容 に 関 す る 情 報 等 を 踏 ま え 、 影

響 要 因 の 区 分 ご と に 当 該 影 響 要 因 に よ っ て 影 響 を 受 け る お そ

れ の あ る 環 境 要 素 の 区 分 を 明 ら か に す べ き 旨 、 計 画 段 階 配 慮

事 項 等 選 定 指 針 に お い て 定 め る も の と す る 。 

 こ の 場 合 に お い て 、 工 事 の 実 施 に 係 る 影 響 要 因 の 区 分 に つ

い て は 、 影 響 の 重 大 性 に 着 目 し て 、 必 要 に 応 じ 当 該 計 画 段 階

配 慮 事 項 の 計 画 段 階 配 慮 事 項 を 選 定 す る も の と す る 。 

 (６
)

 法 第 三 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 を 実

施 し よ う と す る 者 に よ る 当 該 第 一 種 事 業 に 係 る 計 画 段 階 配 慮

事 項 の 調 査 、 予 測 及 び 評 価 の 手 法 の 選 定 に 当 た っ て は 、 当 該

第 一 種 事 業 に よ る 環 境 影 響 の 程 度 及 び 当 該 環 境 影 響 が 回 避 さ

れ 、 又 は 低 減 さ れ る 効 果 の 程 度 を 適 切 に 把 握 で き る よ う に す

べ き 旨 、 計 画 段 階 配 慮 事 項 等 選 定 指 針 に お い て 定 め る も の と

す る 。 
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第 二 計 画 段 階 意 見 聴 取 指 針 に 関 す る 基 本 的 事 項 

 一 （ 略 ） 

 二 意 見 聴 取 に 当 た っ て の 留 意 事 項 
第 一 種 事 業 に 係 る 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 に 当 た っ

て 関 係 す る 行 政 機 関 及 び 一 般 の 環 境 の 保 全 の 見 地 か ら の 意 見 を

求 め る 場 合 の 措 置 に 関 す る 留 意 事 項 を 、 計 画 段 階 意 見 聴 取 指 針

に お い て 定 め る も の と す る 。 当 該 留 意 事 項 に は 、 次 に 掲 げ る 事

項 が 含 ま れ る も の と す る 。 

 (１
)

 一 般 か ら の 意 見 を 求 め る 場 合 は 、 そ の 旨 を 、 官 報 、 関 係 地

方 公 共 団 体 の 広 報 紙 、 日 刊 新 聞 紙 及 び イ ン タ ー ネ ッ ト へ の 掲

載 等 適 切 な 方 法 で 公 表 す る も の と し 、 そ の 際 、 「 第 一 種 事 業

を 実 施 し よ う と す る 者 の 氏 名 及 び 住 所 （ 法 人 に あ っ て は そ の

名 称 、 代 表 者 の 氏 名 及 び 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 ） 」 、 「 第 一

種 事 業 の 名 称 、 種 類 及 び 規 模 （ 第 一 種 事 業 が 法 第 三 条 の 三 第

二 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 に 該 当 す る 場 合 に あ っ

て は そ の 旨 を 含 む 。 ） 」 、 「 第 一 種 事 業 の 実 施 が 想 定 さ れ る

区 域 」 及 び 「 供 覧 等 の 方 法 及 び 期 間 」 そ の 他 必 要 な 事 項 を 公

表 内 容 に 含 め る 旨 、 計 画 段 階 意 見 聴 取 指 針 に お い て 定 め る も

の と す る 。 

 (２
)

～ (３
)

 （ 略 ） 

 

第 三 （ 略 ） 

第 二 計 画 段 階 意 見 聴 取 指 針 に 関 す る 基 本 的 事 項 

 一 （ 略 ） 

 二 意 見 聴 取 に 当 た っ て の 留 意 事 項 

第 一 種 事 業 に 係 る 計 画 段 階 配 慮 事 項 に つ い て の 検 討 に 当 た っ

て 関 係 す る 行 政 機 関 及 び 一 般 の 環 境 の 保 全 の 見 地 か ら の 意 見 を

求 め る 場 合 の 措 置 に 関 す る 留 意 事 項 を 、 計 画 段 階 意 見 聴 取 指 針

に お い て 定 め る も の と す る 。 当 該 留 意 事 項 に は 、 次 に 掲 げ る 事

項 が 含 ま れ る も の と す る 。 

  (１
)

 一 般 か ら の 意 見 を 求 め る 場 合 は 、 そ の 旨 を 、 官 報 、 関 係 地

方 公 共 団 体 の 広 報 紙 、 日 刊 新 聞 紙 及 び イ ン タ ー ネ ッ ト へ の 掲

載 等 適 切 な 方 法 で 公 表 す る も の と し 、 そ の 際 、 「 第 一 種 事 業

を 実 施 し よ う と す る 者 の 氏 名 及 び 住 所 （ 法 人 に あ っ て は そ の

名 称 、 代 表 者 の 氏 名 及 び 主 た る 事  務 所 の 所 在 地 ） 」 、 「 第

一 種 事 業 の 名 称 、 種 類 及 び 規 模 」 、 「 第 一 種 事 業 の 実 施 が 想

定 さ れ る 区 域 」 及 び 「 供 覧 等 の 方 法 及 び 期 間 」 そ の 他 必 要 な

事 項 を 公 表 内 容 に 含 め る 旨 、 計 画 段 階 意 見 聴 取 指 針 に お い て

定 め る も の と す る 。 

 

 

 (２
)

～ (３
)

 （ 略 ） 

 

第 三 （ 略 ） 
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第 四 （ 略 ） 
第 五 （ 略 ） 

第 六 （ 略 ） 

第 七  都 市 計 画 に 定 め ら れ る 対 象 事 業 等 の 特 例 に 基 づ く 事 業 者 等 の

読 替 え 

法 第 三 十 八 条 の 六 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ り 、 都 市 計 画

決 定 権 者 が 当 該 対 象 事 業 に 係 る 事 業 者 に 代 わ る 場 合 に お い て 、

第 一 の 適 用 に つ い て は 、 一 (７
)

中 「 事 業 者 」 と あ る の は 「 都 市 計

画 事 業 者 」 と 、 一 の 二 (４
)

及 び (６
)

中 「 事 業 者 」 と あ る の は 「 都

市 計 画 事 業 者 」 と 、 三 (１
)

、 (５
)

及 び (６
)

中 「 法 第 三 条 の 三 第 一 項

の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 」 と あ

る の は 「 法 第 三 十 八 条 の 六 第 三 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用

さ れ る 法 第 三 条 の 三 第 一 項 の 都 市 計 画 決 定 権 者 」 と 、 「 当 該 第

一 種 事 業 」 と あ る の は 「 法 第 三 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 実 施

す る 第 一 種 事 業 」 と 、 同 (８
)

中 「 法 第 三 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ

り 実 施 す る 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 」 と あ る の は 「 法

第 三 十 八 条 の 六 第 三 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 法 第

三 条 の 三 第 一 項 の 都 市 計 画 決 定 権 者 」 と 、 「 当 該 第 一 種 事 業 に

係 る 」 と あ る の は 「 法 第 三 条 の 三 第 一 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る

第 一 種 事 業 に 係 る 」 と 、 三 の 二 (１
)

、 (３
)

及 び (４
)

中 「 法 第 三 条 の

三 第 二 項 の 規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る

者 」 と あ る の は 「 法 第 三 十 八 条 の 六 第 三 項 の 規 定 に よ り 読 み 替

第 四 （ 略 ） 

第 五 （ 略 ） 

第 六 （ 略 ） 

第 七  都 市 計 画 に 定 め ら れ る 対 象 事 業 等 の 特 例 に 基 づ く 事 業 者 等 の

読 替 え 

法 第 三 十 八 条 の 六 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ り 、 都 市 計 画

決 定 権 者 が 当 該 対 象 事 業 に 係 る 事 業 者 に 代 わ る 場 合 に お い て 、

第 一 の 適 用 に つ い て は 、 一 (７
)

中 「 事 業 者 」 と あ る の は 「 都 市 計

画 事 業 者 」 と 、 三 (１
)

、 (５
)

、 (６
)

及 び (８
)

中 「 第 一 種 事 業 を 実 施 し

よ う と す る 者 」 と あ る の は 「 都 市 計 画 決 定 権 者 」 と す る 。 ま た

、 第 二 の 適 用 に つ い て は 、 一 (３
)

中 「 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と

す る 者 」 と あ る の は 「 都 市 計 画 決 定 権 者 」 と 、 二 (１
)

中 「 第 一 種

事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 の 氏 名 及 び 住 所 （ 法 人 に あ っ て は そ

の 名 称 、 代 表 者 の 氏 名 及 び 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 ） 」 と あ る の

は 「 都 市 計 画 決 定 権 者 の 名 称 」 と す る 。  
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え て 適 用 さ れ る 法 第 三 条 の 三 第 二 項 の 都 市 計 画 決 定 権 者 」 と 、

「 当 該 第 一 種 事 業 」 と あ る の は 「 法 第 三 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に

よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 」 と 、 同 (６
)

中 「 法 第 三 条 の 三 第 二 項 の

規 定 に よ り 実 施 す る 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 」 と あ る

の は 「 法 第 三 十 八 条 の 六 第 三 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 さ

れ る 法 第 三 条 の 三 第 二 項 の 都 市 計 画 決 定 権 者 」 と 、 「 当 該 第 一

種 事 業 に 係 る 」 と あ る の は 「 法 第 三 条 の 三 第 二 項 の 規 定 に よ り

実 施 す る 第 一 種 事 業 に 係 る 」 と す る 。 ま た 、 第 二 の 適 用 に つ い

て は 、 一 (３
)

中 「 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と す る 者 」 と あ る の は

「 都 市 計 画 決 定 権 者 」 と 、 二 (１
)

中 「 第 一 種 事 業 を 実 施 し よ う と

す る 者 の 氏 名 及 び 住 所 （ 法 人 に あ っ て は そ の 名 称 、 代 表 者 の 氏

名 及 び 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 ） 」 と あ る の は 「 都 市 計 画 決 定 権

者 の 名 称 」 と す る 。  

法 第 四 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 、 都 市 計 画 決 定 権 者 が 当 該 対

象 事 業 に 係 る 事 業 者 に 代 わ る 場 合 に お い て 、 第 四 の 適 用 に つ い

て は 、 一 (６
)

中 「 事 業 者 に よ り 」 と あ る の は 「 都 市 計 画 事 業 者 に

よ り 」 と 、 「 事 業 者 の 」 と あ る の は 「 都 市 計 画 決 定 権 者 の 」 と

、 三 (１
)

か ら (３
)

ま で 中 「 事 業 者 」 と あ る の は 「 都 市 計 画 決 定 権

者 」 と 、 五 (１
)

及 び (２
)

中 「 事 業 者 」 と あ る の は 「 都 市 計 画 決 定

権 者 」 と 、 同 (３
)

中 「 事 業 者 に よ る 」 と あ る の は 「 都 市 計 画 決 定

権 者 に よ る 」 と 、 「 事 業 者 に よ り 」 と あ る の は 「 都 市 計 画 決 定

権 者 に よ り 」 と 、 「 事 業 者 以 外 」 と あ る の は 「 都 市 計 画 事 業 者

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法 第 四 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 、 都 市 計 画 決 定 権 者 が 当 該 対

象 事 業 に 係 る 事 業 者 に 代 わ る 場 合 に お い て 、 第 四 の 適 用 に つ い

て は 、 一 (６
)

中 「 事 業 者 に よ り 」 と あ る の は 「 都 市 計 画 事 業 者 に

よ り 」 と 、 「 事 業 者 の 」 と あ る の は 「 都 市 計 画 決 定 権 者 の 」 と

、 三 (１
)

か ら (３
)

ま で 中 「 事 業 者 」 と あ る の は 「 都 市 計 画 決 定 権

者 」 と 、 五 (１
)

及 び (２
)

中 「 事 業 者 」 と あ る の は 「 都 市 計 画 決 定

権 者 」 と 、 同 (３
)

中 「 事 業 者 に よ る 」 と あ る の は 「 都 市 計 画 決 定

権 者 に よ る 」 と 、 「 事 業 者 に よ り 」 と あ る の は 「 都 市 計 画 決 定

権 者 に よ り 」 と 、 「 事 業 者 以 外 」 と あ る の は 「 都 市 計 画 事 業 者
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以 外 」 と 、 同 (４
)

中 「 事 業 者 」 と あ る の は 「 都 市 計 画 決 定 権 者 」

と す る 。 ま た 、 第 五 の 適 用 に つ い て は 、 一 (２
)

中 「 事 業 者 」 と あ

る の は 「 都 市 計 画 事 業 者 」 と 、 二 (２
)

中 「 事 業 者 」 と あ る の は 「

都 市 計 画 事 業 者 」 と す る 。  

法 第 四 十 条 の 二 の 規 定 に よ り 、 都 市 計 画 決 定 権 者 が 当 該 対 象

事 業 に 係 る 環 境 影 響 評 価 そ の 他 の 手 続 を 行 う 場 合 に お い て 、 第

六 の 適 用 に つ い て は 、 二 (１
)

ア 中 「 事 業 者 」 と あ る の は 「 都 市 計

画 事 業 者 」 と す る 。 

 

第 八 そ の 他 （ 略 ） 

以 外 」 と 、 同 (４
)

中 「 事 業 者 」 と あ る の は 「 都 市 計 画 決 定 権 者 」

と す る 。 ま た 、 第 五 の 適 用 に つ い て は 、 一 (２
)

中 「 事 業 者 」 と あ

る の は 「 都 市 計 画 事 業 者 」 と 、 二 (２
)

中 「 事 業 者 」 と あ る の は 「

都 市 計 画 事 業 者 」 と す る 。  

法 第 四 十 条 の 二 の 規 定 に よ り 、 都 市 計 画 決 定 権 者 が 当 該 対 象

事 業 に 係 る 環 境 影 響 評 価 そ の 他 の 手 続 を 行 う 場 合 に お い て 、 第

六 の 適 用 に つ い て は 、 二 (１
)

ア 中 「 事 業 者 」 と あ る の は 「 都 市 計

画 事 業 者 」 と す る 。 

 

第 八 そ の 他 （ 略 ） 


